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研究目的 

仮想空間と実空間を融合した環境における日常的活動、特に協調作業やコミュニケーションを支援

するシステムの開発研究を推進する。 

仮想空間と実空間の融合的活用は、仮想物体を CGで実空間に投影表示できるという点で注目され活

発化しているものの、メディアの利活用としては初期段階にある。本研究は、これを次の段階に進め

ることを目指すもので、ユーザ状況に適した情報表示の研究と共に、仮想空間と実空間のシームレス

な接続、スムーズな遠隔コミュニケーションの実現に向けた研究を予定した。 

研究成果  

仮想空間と実空間を融合的に活用して協調作業やコミュニケーションを支援する仕組みを考案し、システムとして実

現した。 

１．ユーザ状況に適した情報表示 

機器などの操作手順を実機を前にして視覚的に学習する仕組みとして、仮想教師がその操作を動作として見せる方法

を研究してきた。学習者の操作状況に応じた仮想教師の動作の提供および仮想教師の動作に応じた見せ方の自動調整の

方法を考案、実装し、有効性を確認した [1]。 

2．仮想空間と実空間のシームレスな接続 

複数ユーザが同時操作可能なタッチテーブル上で実物体を動かす際に、その位置だけでなく向きを検出する仕組みを

考案し、実装した [5]。次に、この仕組みを備えたタッチテーブルをミニチュアの演劇舞台とし、ミニチュア舞台のコ

マ等を動かして複数による演出作業を支援するシステムを開発した。観客等の異なる視点からどのように舞台が見えて

いるかをミニチュア舞台の状況に応じて別スクリーンに表示する仕組みの有効性を確認した [2][4]。 

3．スムーズな遠隔コミュニケーション 

ユーザ状況によって遠隔コミュニケーションを開始することはもとより、遠隔ユーザのビデオをリアルタイムに背景

処理することで臨場感を高める仕組みを考案、実装した [3]。 
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